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学び合い，生き生きと活動する児童の育成

Ｉ研究の内容

１研究目標

「学び合い，生き生きと話動する児童を育成する」ために，今までの研究を振り返

り，今ある日川小の子ども達の実態と「伝え合う力」との関連を探るとともに，「伝え

合う力」と関連させて日川小独自の教育課程を創る。

研究の内容

｢教育課程部会」「授業作り部会」の２部会制に分かれ，子ども達の実態を洗い出す。

「学び合い，生き生きと活動する」ためのめざす児童像の確認

「学び合い，生き生きと活動する」場の設定・教科・教材の洗いⅢしやその工夫

評価（自分の伸びを実感する場）…変化をみとるもの

認め合う場の工夫

学級集団づくり

授業実践・研究授業一人一実践

自分から声を掛け，見てもらったり，見せてもらったりしながら教師自身の力

量を高めていく「研修の場」としていきたい。

他校の実践や講師から学ぶ。
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３授業実践

○第２学年

○第５学年１組

国語「音やようすをあらわすことば」

学級活動｢学級オリンピック大会をしよう」

佐野理恵

岩下秀人

Ⅱ成果と課題

ｌ成果

．この研究主題を設定することで，学習活動や教材について研究する時に，ただ子ども

達に知識を教えるだけでなく，子ども達の考えや行動により寄り添って考えることが

できた。

・検証的な研究ではなく，開発・実践的な研究が行えた。

・２つの研究授業から，話し合いの進め方，発表の方法，グループ編成，など多くのこ

とを学ぶことができた。また，日常の先生方の授業を参観しながらも，板書の仕方，

子ども達への言葉がけ，教材についての考え方，子どもへの見方，授業構成，授業へ
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の取り組む姿勢など，多くのことを学ぶことができた。

･授業のｌｌｌだけのlli(1)組みではできない（'1分を，’二l常的な11j(り組みとして行っているこ

とは，大変イj意維だと思った。

･リ凸逓の実態から，｜］脂す児jPif像にむかって~「どもたちを育てていこうとする意識が職

員４１〕２体にあることを感じた。また，本校なりのキャリア教育ができたこともよかった。

．｛ﾘ}究三1{題にせまる児iifが，育成してきていることは，大きな成果である。またＷｉ学習

折導要仙の完全実施にlrilけて，本校なりのキャリア教育の力針ができたことも索lliUjら

しかった。）Ｍ二度は，キャリア教育を尖11脳する''１で，よりよいものを作っていく必要

性を感じる。

･今ｲ|：の佼|ﾉｋｌＩＪＩ究会は，’三|)||ﾉＭ/二校の数奇r1Ii1lﾘ1のよい点を探し，それを発展・継承させ

ていきたいということでスタートした。授粥づくり部会や救育i1MI1部会の提案をｌｌｉｌき

ながら，｜］)||小学校のよさがわかり，それをみんなで此〕1,1解できたことがとてもよ

かった。特にキャリア微行の視,'A(に立った救育１，１１動はこれからもり|き続き(ﾘ｢先実践し

ていきたい。

．新しい分野での授紫実践が行われた。

２課越

・２つのHll会にわかれたことによって，そｵlぞれの部会の'１１で{Ｊ１究についての意見交

換や↑i'jIili交換をすることができた。ただし，２つの（'1会の連携については多少iilMj

がある。

・今ｲ「度新しく手をつけた＃'1分をもう少し深めていきたい。

・ノ側を度，作成したキャリア救育の実'1&。

・限られたlIIrIlllのなかで，学校にとって(iilが必要なのか，どのような救育1,1i勅を進め

ていかなくてはならないのかを，教lWli一人一人が認識し，形だけの(U}究にならない，

ＩＵ１究のための1ﾘ{究にならない”校内(ﾘﾄ究をすることが必要だと思う。

．学び合いのある授業づくりとともに，二「ども速の読書ﾉﾉを育成するための取り組み

についても1ﾘ｢先実践していきたい。

(ｲﾘﾄ先主任１１｢｣護美j０１千）
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